
『生来の変人』
〜凡人と天才についての考え〜

ずば抜けた才能のある人々は、
生来変わり者です。

他の人には単にまっすぐな形に見えても、
彼らはねじれた曲線に見ます。

他の人はランダムなノイズにしか感じられなくても、
彼らには神秘的な音楽に聞こえます。

普通のブドウの味しかわからない人が多い中で、
彼らは爽快なヴィンテージを味わう。

彼らは、手の指の間から砂が溢れるのを見て、
大陸が崩れていく様子を想像します。

普通の人は非常に退屈で、
本質的には脳死状態です。
凡庸さの代表として、

私はこれを理解しています。
頭が空っぽなら、

呼吸することに何の価値があるのでしょう？


